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1 ．はじめに
現在，日常の衣生活や衣に関わる消費行動が大きく変
容する一方で，日本の伝統的な服飾である和服に対する
関心への高まりが若い世代にもみられる。和服は海外で
もKIMONOとして知られており，その図柄や着装美，
高度な染織技法が高く評価され，世界に発信できる日本
文化のひとつといえる。
学校教育においては，中学校家庭科の衣生活学習にお
ける和服の扱いに注目すべきものがある。現行学習指導
要領1）では，「Ｃ　衣生活・住生活と自立」の ⑴ 衣服の
選択と手入れに関する指導のうち，衣服と社会生活との
関わりについての内容の取り扱いにおいて，「和服の基
本的な着装を扱うこともできる」とされている。現行学
習指導要領解説2）では，この箇所について，「浴衣など
和服について調べたり着用したりするなどして，和服と
洋服の構成や着方の違いに気付かせたり，衣文化に関心
をもたせたりすることなど，和服の基本的な着装を扱う
ことも考えられる」とある。新学習指導要領3）では，新
たに統合された「Ｂ　衣食住の生活」について，「日本
の伝統的な生活についても扱い，生活文化を継承する大
切さに気付くことができるよう配慮する」との記述が加
わり，現行と同様の衣服と社会生活との関わりについて
の内容の取り扱いには，「日本の伝統的な衣服である和
服について触れること。また，和服の基本的な着装を扱
うこともできること。」と記述が増えた。さらに，新学
習指導要領解説4）では，当該箇所について，「和服は日
本の伝統的な衣服であり，冠婚葬祭や儀式等で着用する
ことや，地域の祭りなどで浴衣を着用することなどにつ
いて触れるようにする。また，和服と洋服の構成や着方
の違いに気付くようにするとともに，和服の基本的な着
装を扱うことも考えられる。」とされている。すなわち，
現行学習指導要領および解説における和服の扱いが，新
学習指導要領および解説では，生活文化の継承に資する
学習としての位置づけがより明確になり，記述量が増え
ると共に，より具体的に示されたといえる。
現行学習指導要領の告示以来，学校現場ではさまざま
な取り組みが行われている。浴衣の着付けを体験する授
業実践も報告されているが，授業時間数の制約，浴衣の
調達，教師の着付けの指導力など，導入には課題が少な
くない。日本の伝統的な衣生活や和服に触れ，衣生活文
化の継承に資する学習のために，状況に応じて柔軟に導
入できる題材の開発など，多角的な取り組みが必要と考
えられる。
ここでは，和の布「手ぬぐい」をとりあげ，衣生活文
化の継承から，同じく衣生活学習における「生活を豊か
にするための布を用いた製作」（現行学習指導要領では
「Ｃ　衣生活・住生活と自立」の ⑶ ，新学習指導要領で
は「Ｂ　衣食住の生活」の ⑸ に「ア　布を用いた物の
製作を通して，生活を豊かにするための工夫ができるこ
と」とある）まで発展させることのできる題材として，
手ぬぐいの歴史，素材・大きさ，意匠，用途を概説した
うえで，手ぬぐいの特徴を生かした，簡単な手縫いやミ
シン縫いによる小物の製作事例を紹介する。
2 ．手ぬぐいについて
日本文化への関心の高まりを背景に，和服だけでなく
さまざまな和の布が見直されている。なかでも手ぬぐい
は，手軽な土産品にもなることから，TENUGUIとして
外国人観光客にも人気がある。手ぬぐいの成り立ちや用
途が和服の平面構成に通じる点や，伝統的な意匠や染色
技法が生きている点などから，現代に伝わる日本の衣生
活文化に触れる題材として活用できると考えられる。
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(1) 手ぬぐいの歴史
手ぬぐいの起源は風俗史研究で扱われ，「太乃己比 （た
のごひ）」の古語があることなどが知られている。手ぬ
ぐいの歴史は古いが，庶民に広まったのは江戸時代とさ
れている。その背景として，圏内でも綿の栽培が広く行
われるようになったことや，銭湯の普及があげられる。
江戸時代には「手を拭う」ことの他にも，実用から装飾
や贈答までさまざまな用途があり，庶民の生活用品とし
て欠かすことのできないものであった。明治時代になっ
て西洋からタオルやハンカチがもたらされると次第に廃
れたが，現在，和の文化の再評価を背景に，粋で実用的
な小物として再び注目されている。
(2) 素材・大きさ
手ぬぐいの素材は一般に，組成繊維は綿，織組織は平
織である。平織は経糸と緯糸を1本ずつ交互に交錯させ
たもので（図1），糸の浮きが少なくずれにくい，丈夫
な織物ができる。手ぬぐいには，平織で目が粗い，すな
わち糸密度（単位長さあたりの経糸または緯糸の本数に
よって粗密を表す）が小さい生地が用いられる。
経糸 「一 緒糸一 －．『
目
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図1 平織と糸密度の大小
綿繊維の化学構造上の特徴は主成分がセルロースであ
り水酸基を多く含むために親水性であること，また，綿
繊維の形態上の特徴は，扇平で摂れがあり内部が中空に
なっている（図2）ことである。これらの化学構造上の
特徴（親水性であること）と形態上の特徴（中空を持つ
こと）により．綿は繊維自体が吸水性をもっ。さらに，
布の吸水性は，繊維間隙や糸間隙に毛細管現象によって
水が吸い上げられることによるため，布内の徹小な空隙
の量に支配される。手ぬぐいでは．綿繊維の摂れや先に
述べた布の目の粗いことから，繊維聞や糸聞の空隙が多
くなり，吸水性に有利に働く。
中空
走査型電子顕微鏡写真
図2 綿繊維の形態
手ぬぐいの素材の長所としては，吸水性にすぐれてい
ることの他に，乾きやすいこと，丈夫で、洗濯に耐え，肌
触りもよいことなどがあげられる。授業では，こうした
手ぬぐいの素材とその特徴について，衣生活学習におい
て衣服素材の単元で扱う繊維の種類や性能，布の組織な
どと関連づけ，たとえばハンカチの素材に多用される綿
ブロードと比較しながら 織物拡大鏡による組織の観察
や糸密度の測定，吸水性・乾燥性の測定など，簡単な実
験をとりいれて学習することも考えられる。
大きさは，巾（はば） 35cm程度，長さ90cm程度のも
のが多い。長さ方向の両端は「耳」となっており糸がほ
つれないが，巾方向の両端は裁ちっぱなしである。これ
は，かつて1反（着物1枚を仕立てるための生地）を10
本前後に裁断して手ぬぐいとした名残である。両端を裁
ちっぱなしのままにしておく方が乾きやすく，また，か
つては怪我の応急処置や切れた下駄の鼻緒の代用などに
裂いて用いることも多かったためといわれている。授業
では，実際に手ぬぐいの巾と長さを測定させたり，布の
端の構造を観察させたりすることが考えられる。
(3) 意匠
手ぬぐいにはさまざまな意匠が凝らされており，時代
や用途，染色技法の発達に応じて図柄の変遷がみられる。
主な色調としては，白無地（晒），藍染 （白と紺の2
色染め，現在は伝統的な藍染でなく合成染料によるもの
も多い），多色染めに大別できる。染色技法については，
江戸時代までは「長板中形」5）とよばれる両面藍染の他，
絞り染め，引き染めなどが主に用いられたが，明治時代
に「注染J6）とよばれる技法が確立されると量産が可能
となった。
日本の伝統文様，いわゆる和柄は，そのデザインだけ
でなく，名称にも面白さがある。文様にこめられた意味
を知り， 歴史的・文化的な背景を学習することも，生活
文化の継承に役立つと考えられる。主な和柄を次にあげ
る（図3）。 日本の伝統文様の成り立ちゃ意味について
は成書7-9）を参照されたい。
亀甲 大小震 麻の葉
よろけ縞 子持ち縞 市松
図3 主な和柄
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①崎蛤（とんぼ） 「勝虫」ともよばれ，力強い姿が武
士に好まれて，武具の文様にも用いられた。
②亀甲（きっこう） 亀の甲の筋を意匠化した六角形
をつないだもの。長寿を象徴する吉祥文様。
③大小霊（だいしょうあられ） 細かい氷の粒を大小
の玉で表した小紋。気象を題材とした文様も多い。
④麻の葉（あきのは） 麻の葉を六角形で構成した幾
何学文様。麻の葉はまっすぐに伸びることから，赤ん
坊の産着にも用いられた。
⑤よろけ縞（よろけじま）・子持ち縞（こもちじま）
縞や格子にもいろいろな種類がある。よろけ縞は不規
則な波状の縞で，よろけたように見えることからこう
よばれる。子持ち縞は太い縞の横に細い縞を添えたも
の。
⑥市松（いちまつ） 紺と白を交互に格子状に配した
もの。「石畳文」の名称もあるが，江戸時代の歌舞伎
役者，佐野川市松が衣裳に用いてこうよばれるように
なった。 2020年東京オリンピック・パラリンピックの
エンプレム「組市松紋」は 伝統的な市松文様をアレ
ンジしたもので，縦横比の異なる紺の四角形を組み合
わせている。
⑦かまわぬ 草刈鎌と輸の絵にひらがなの「ぬ」で「か
まわぬ」と読ませる。江戸時代に七代田市川園十郎が
衣裳に用いて流行した。絵や文字を組み合わせた，江
戸っ子好みの「判じもの」のひとつO 他にも，三代目
尾上菊五郎が愛用した，斧（よき）の絵，琴の字，菊
の絵を並べて「よきこときく（善きことを聞く）」と
読ませるものなどがある。
(4) 用途
手ぬぐいが庶民の生活必需品であった江戸時代には，
いろいろな用途に用いられた。手洗いや洗顔の後の水を
拭う，汗を拭う，風呂で体を洗う，日よけやちりよけの
ために被る，物を包む，などの実用的な使い方の他に，
装飾として被ったり巻いたりもした。被り方や巻き方は，
男女や職業，芝居の役柄などに応じて多くのパターンが
あった。また，お祝いやお見舞い，ご挨拶に配るなど，
ちょっとした贈答にも用いられた。商家が屋号を染めさ
せて顧客に配ったり，役者や力士が自分の名前や文様を
染めさせて晶買筋に配ったりもした。
このように，手ぬぐいは，大きさの決まった1枚の布
を多様に用いることができ，被る・巻く・包む際には，
対象の大きさや形状に応じて自由度の高い用い方ができ
る。また，使用しないときは平面状に畳んで持ち運べる。
衣服の場合について考えてみると，洋服は，布を曲線か
ら成るパーツに裁断して縫い合わせることで身体形状に
あわせて立体的に成形（立体構成）するのに対し和服
は， 1反を直線から成るパーツに裁断して縫い合わせ
（平面構成），着装の際に身体にあわせて形づくる。手
ぬぐいの特徴のひとつである．平面状の布を目的や用途
に応じて柔軟に用いる点は，和服の平面構成にも通じる，
日本の伝統的な布の文化と捉えることができる。授業で
は，実習として，いろいろな被り方・巻き方・包み方を
体験してみることも考えられる。
3.手ぬぐいによる小物の製作
次に，手ぬぐいを用いた簡単な小物の製作事例を紹介
する。手ぬぐいからの製作では，通常の生地からの製作
とは異なり，先に述べた手ぬぐいの特徴を生かすことが
ポイントとなる。吸水性にすぐれていることや耐洗濯性
のあること，長さ方向の両端が 「耳Jで端の始末が不要
であること，小さく畳んで持ち歩けること，などの特徴
を生かすことに加え，生活の中で和柄を楽しむことので
きる小物の製作を計画した。
①ランチョンマット（図4)
柄の異なる 2枚の手ぬぐいを用いてリバーシブルに仕
立てたランチョンマットである。ランチョンマットは食
べこほしなどによって汚れやすく，清潔に保つために洗
濯頻度が高くなるが，手ぬぐいは繰り返しの洗濯に耐え
る。さらに，同じ素材の手ぬぐいを表裏に用いると，洗
濯後の布の収縮の程度に差がなく，引きつれが生じにく
い。和柄のランチョンマットは和食をひきたてるので，
食器とのコーディネートを考えるのもよい。っくり方は，
2枚を中表に重ねて裏から縫い，表に返して端ミシンを
かければよく，ミシンによる直線縫いだけでできる。
①2枚の手ぬぐいを半分に
切って．中表に重ねる
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④返し口から手を入れて表に
返し 形を整えて端ミシンを
かける．
図4 ランチョンマットのっくり方
②巾着袋（図5)
l枚の手ぬぐいからつくった巾着袋である。脱いだ体
操着や旅行の際の下着や靴下など，汚れた衣類を入れる
袋は，袋自体も洗濯して清潔にしたいが，手ぬぐいでつ
くつであれば衣類と一緒に洗濯できる。また，携帯にも
便利である。っくり方は，中表に半分に折って縫い合わ
せ，口の部分に紐を通せるようにするが，端の始末が不
要のため短時間でできる。ミシンによる直線縫いか，手
縫いでもよいが，口あき止まりなど，丈夫にしたい部分
は返し縫いにしておく。
その他に，エコバッグ，弁当包み，箸袋，洗面用具入
れなど，いろいろなものが考えられる。
衣生活学習に活用できる和の布としては，他に風呂敷
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どまらず，よ り広く布の文化としてとらえることで，学
校現場の状況に応じて柔軟に導入でき，布を用いた製作
にまで展開できる題材の工夫が可能と考えられる。
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紐通しをつくる表に返し
紐を通して結ぶ．
がある。風日敷も江戸時代の生活用品として欠かせない
ものであり，包むものの大きさや形状に応じて自由度の
高い使い方がされてきた。明治時代以降，西洋から鞄が
はいってきて廃れたものの，近年，エコロジカルな和の
アイテムとして見直されている。
中学校家庭科の衣生活学習において日本の伝統的な衣
服である和服を扱うことは，染織や衣服製作に関わる技
術を含む衣生活文化の成り立ちを学び，衣生活文化を継
承することの意義に気づく機会になることが期待される。
本報でとりあげた手ぬぐいや風呂敷のように，衣服にと
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